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抄録 : 赤城山南麓の赤城神社は、上毛野国（群馬県の古代名。奈良時代以降は上野国）の二之宮である。二宮赤城神社、
三夜沢赤城神社の歴史は古く、創建は4世紀初めと推定されている。赤城神社の祭神の構成は、上毛野国が、出雲神を崇拝
していた土着の毛氏（えみし）と、大和王権が支配する大和地域から進出してきた豊城入彦命を中心とする集団とが合体
して成立したことを示している。また、赤城神社周辺の大規模古墳や古代祭祀の遺跡から、古墳（大和）時代のこの地が豊
穣な土地であったことが示唆される。一方、赤城山頂にある大洞赤城神社の創建は、神道と仏教の両方の影響を強く受け
ている。
（別刷請求先 : 栗原　久）
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緒言
赤城山は日本のほぼ中心、関東平野の北西部にそびえる
大規模な複式成層火山であり、山麓で生活する人々にとっ
ては、天高く仰ぎ見る山は信仰の対象となってきた。
古墳（大和）時代の群馬県は栃木県とともに毛野国（けの
くに）を構成し、分割された後も上毛野国（かみつけのくに）
として繁栄した。その礎を築いたのが、4世紀初めに、出雲
系の毛人（えみし）の勢力と崇神（すじん）天皇の第一皇子
である豊城入彦命（とよきいりひこのみこと）を中心とす
る大和王権勢力が合体して形成された上毛野氏（かみつけ
のし）と考えられている。上毛野氏は赤城山南麓に根拠地
として、赤城山を崇拝していたようである。その傍証とし
て、この地域にある赤城神社（二宮・三夜沢・大洞：元宮）や
産泰神社の祭神、および巨大古墳の存在を挙げることがで
きる（図1）。
なお、崇神天皇は第10代天皇であるが、初代の神武天皇
から9代の開化天皇までは実存に疑問があり、学術的には、
実在可能性が見込められる初めての天皇である。
赤城神社および産泰神社の祭神、付近に点在する巨大
古墳、あるいは古代祭祀の遺跡から、古墳（大和）時代に
おける上毛野国および赤城神社の歴史をみていくことに
する。
二宮赤城神社
創建の由来
前橋市二之宮町に二宮赤城神社が鎮座している。創立年
代は不明であるが、社伝によれば、垂仁天皇あるいはその第
2子の景行（けいこう）天皇（在位は 71年～130年とされる
が、実在は4世紀前半が有力）の時代の創建となっている。
『当社ハ、第十代崇神天皇ノ皇子「豊城入彦命」「大己貴尊」
ヲ始メトシ、数柱ノ神々ヲ祭神トシ、第十一代垂仁天皇、
第十二代景行天皇ノ時代ニ創建サレタト伝ヘラレル古社
デアル。特ニ、古代豊城入彦命ヲ始トシタ毛野氏ノ子孫
上毛野氏ト深イ縁ノアツタ社トモ伝ヘラレテイル。・・・・・』
二宮赤城神社の鎮座地は旧勢多郡城南村で、この村名は
赤城山または赤城神社の南ということから名付けられた。
二宮赤城神社は、城南村の郷社であった。また、城南地区は
赤城山信仰にとって絶好の地で、赤城山を北に仰ぎ、地域の
西側には荒砥川、東側には粕川と、いずれも赤城山を水源と
する川が流れ、大室古墳群をはじめとして多くの古墳が存
在することから、崇神天皇の第一皇子である豊城入彦命を
始祖とする上毛野氏（かみつけのし）の本拠地がこの付近に
あったことは容易に推定される。
二宮赤城神社と三夜沢赤城神社の両社には密接な関連が
ある。二宮赤城神社の地は赤城山のほぼ真南に位置して
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二之宮の地名を受け継いでいること、三夜沢赤城神社の御
神幸があったこと、さらに近辺には近戸神社と呼ばれる、
赤城神社の里宮にあたる神社が、相当数点在していること
である。
祭神
興味深いことに、現在の二宮赤城神社の祭神は大己貴命
（おおなむちのみこと）、多紀理比賣命（たぎりひめのみこ
と）、多岐津比賣命（たぎつひめのみこと）、市岐嶋毘賣命（い
ちきしまひめのみこと）、天忍穗耳命（あめのおしほみのみ
こと）、天之笠早命（あめのかさはやのみこと）、熊野久須毘
命（くまのくすびのみこと）、活津日子根命（いくそひこね
のみこと）、天津日子根命（あまつひこねのみこと）、和久産
巣日命（わくむすびのみこと）、大物主命（おおものぬしの
みこと）、建御名方命（たけみなかたのみこと）で、配祀も多
数にのぼる。しかし、上毛野氏の始祖である豊城入彦命が
社伝に書かれていながら、主祭神として祀られていない。
その原因として、2つの説がある。
第1の説は、二宮赤城神社は神仏習合の影響を強く受け
ていたため、三夜沢赤城神社とは信仰が異なる方向を向か
い、豊城入彦命が外れた可能性である。
第2の説は、三夜沢赤城神社の東宮と西宮の影響である。
赤城山南麓の赤城神社の祭神は、1868（明治元）年の群馬県
神社明細帳をみると、三夜沢赤城神社からみて南東側は
大己貴命が、南西側には豊城入彦命が祀られ、赤城山の中心
軸を境として東西で異なる分布をしていた。これは東西
2社あった三夜沢赤城神社の東宮が大己貴神を、西宮が豊城
入彦命を祀っていたため、自社の影響下にある分社を、東宮
と西宮がそれぞれ把握していた。二宮赤城神社には東宮の
影響が強く及んでいたため、大己貴命が主祭神の一つとな
り、豊城入彦命が外れた可能性が考えられている。
二宮赤城神社を里宮、三夜沢赤城神社を山宮とする関係
は、毎年4月と12月の初辰日に御神幸の神事、すなわち御
神体の往復が行われることから伺える。御神体（神輿）は、
神鉾・神衣（かむみそ）であるという。娘神である二宮が、
父神である三夜沢赤城神社へ、衣替えのため渡御するとい
う伝承によるもので、古くは神衣祭（かむみそさい）と呼ば
れていたが、現在は御神幸またはオノボリと呼ばれている。
当日、氏子総代が集まり祭典を行い道中の無事を祈る。
以前は拝殿から神輿を三夜沢までの12Kmを徒歩で担いだ
が、現在は車を使用している。途中、大胡神社（旧近戸神社）
と柏倉町の「お輿懸（阿久沢一家）の2箇所で休憩し、接待を
受けることになっている。
境内
参道入口に朱色の鳥居があり、基本的には、最上部の島
木が直線で、下の貫が柱から飛び出していない神明型であ
る（写真1）。ただし、島木に重なる笠木があり（反増はなし）、
額束もあるので細かい分類では中山型になる。社殿は、
拝殿、幣殿、本殿が並ぶ神明造り様式である。境内には、神
仏集合時代の名残の宝塔、鐘楼もあり、塔の心礎も残ってい
る。つまり、二宮赤城神社の創建時は現在の場所ではなく、
別の場所（恐らく、産泰神社の場所）から移動して、その際
に神仏習合の影響を強く受けたといえる。
図1．赤城神社（二宮・三夜沢・大洞（元宮））と巨大古墳の位置関係
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赤城神社創建の歴史的背景
神社の境内は土塁と浅い堀で囲まれており、横矢掛かり
（侵入してきた敵に、側面2方向から攻撃するため、土塁・
城壁や堀を一直線でなく、90度折れ曲がらせた構造）があ
ることから、中世（平安後期～鎌倉時代）には城（館）として
利用され、現存の多くの神社と同様、廃城後の土地が神社の
境内として利用されたと考えられる。二宮赤城神社の構造
からも、本社が産泰神社の位置から移転したことを示唆す
るものである
三夜沢赤城神社
創建の由来
赤城山の南山麓、国道353号線の三夜沢交差点から約2km
北上して突き当たった標高570mの地（前橋市三夜沢町）に、
三夜沢赤城神社が鎮座している。この地区名は旧宮城村で、
赤城神社の社があったことに由来する。三夜赤城神社は、
県社に指定されていた。
伝承によれば、大和王権時代の崇神天皇（在位は紀元前
148年～紀元前29年となっているが、実在は3世紀末から
4世紀初めが有力）の第一皇子 豊城入彦命が、現在の群馬県
と栃木県を合わせた地域である毛野国を支配することに
なった際、出雲系の毛人勢力の中心であった大己貴命を奉
じたことに始まるとされている。神社の由緒によれば、
創建は履中（りちゅう）天皇の時代（400～405年）となって
いるが、確かではない。
16世紀後半の戦国時代には、三夜沢赤城神社は様々な武
将から篤く信仰され、上杉、北条、武田の3氏をはじめ、由良
氏、長野氏、大胡氏など上野国内の諸将士から寄進を受けて
いる。新田一族の後裔で太田金山城の主であった由良成繁
が奉納した宮殿は、その寄進銘が扉に書かれており、珍しい
ものである。
なお、東京都新宿区神楽坂の赤城神社は、藤原秀郷流の
大胡彦太郎重彦が1300（西安2）年に勧進したとされている。
祭神
三夜沢赤城神社の主祭神は、赤城神、大己貴命、豊城入彦
命である。このことから、上毛野国では古くから出雲系の
神への祭祀が行われ、7世紀半ば以降に大和王権の神が祭祀
されるようになったと推測される。つまり、上毛野国を含
む「毛野国」は、本来は出雲系氏族を中心とした「毛人（えみ
し）」の国であったのが、7世紀半ばになると、上毛野国の西
部方面に大和王権勢力が本格的に進出したことにより、両
者が合体して赤城神として成り立っていたことを意味して
いる。
赤城神は、江戸時代には、山頂の大沼（千手観音菩薩）、
小沼（虚空蔵菩薩）、地蔵岳（地蔵菩薩）を指して三処明神と
称されていた。そして、赤城神の社は16世紀初めまでは粕
川上流（前橋市粕川町室沢御殿：元三夜沢）にあって、後に現
在の三夜沢の地に移った大沼・小沼信仰をルーツとする
東宮と、元から三夜沢にあって地蔵岳信仰をルーツとする
西宮の東西両宮が並び祀られていた。戦国時代（16世紀半
ば）に両宮が合併して一社となった。現存の社殿は、1869
（明治2）年、東宮の位置に建て替えられたものである。西宮
跡は広場となり、わずかに石垣と鳥居の沓石一対が残って
いる。
三夜沢赤城神社の社地変遷について『山吹日記』には、
「もとの宮ゐありし所はいま本三夜澤と呼て、是より一里は
かり東のかたにあり」と書かれている。粕川町中之沢の
俗称「御殿」と呼ばれる地、または、それよりわずかに北の
宇通遺跡付近から遷座したとする説が有力である。宇通遺
跡は十世紀頃の寺院遺跡で、付近の山林火災の際、礎石群が
偶然発見された。
境内
三夜沢赤城神社の正面には、白木の神明型鳥居があり、
これより約500m下がった参道にも、石造り神明型の一の
鳥居がある（写真2）。神明型鳥居は、天皇家と関係が深い
伊勢神宮の鳥居と同じ形式で、崇神天皇の第一皇子の豊城
写真1．二宮赤城神社（左：参道入口の一の鳥居、中：拝殿、右：本殿）
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入彦命を主祭神としていることと関連がある。拝殿には
菊紋章が描かれているが、これについては、昭和初期の官弊
社昇格運動と関係している。
境内に入ると、右手に神池があり、その北側には明治時
代に造られた神代文字の碑がある。神代文字とは、中国か
ら漢字が入ってくる以前に、日本で使われていたのではな
いかと考えられている文字で、ハングル文字を90度回転し
た形とよく似ている。しかし、神代文字が本当にあったの
かに関して、最近は疑問視されている。
参道を進んで階段を登ると拝殿があり、それよりさらに
一段高い場所に、中門と塀に囲まれた本殿がある。拝殿、
中門、本殿の並びは神明造り様式である。
中門の前には、俵藤太（たわらの とうた）（藤原秀郷）が
平将門に従って上野国府（現前橋市元総社町）に来る途中、
赤城神社の御神木として献木したと伝えられる俵杉が聳え
ている。俵杉は3本あり、その大きさは東側から目通り周
5.1m、6.1m、4.7mで、樹高はいずれも約50mに達している。
実際にスギを植えたのは、秀郷流の大胡氏のようである。
三夜沢赤城神社の参道は約4kmに及び、その両側はアカ
マツ・クロマツとツツジの名所で、『美しい日本の歴史的風
土100選』に選ばれている。
櫃石（磐座信仰の地）
三夜沢赤城神社の本殿裏を約2km登った標高878mの
尾根上に、櫃石（ひついし）と呼ばれる南北に長い巨大な
安山岩の自然石（長径約4.7m、短径約2.7m、高さ約2.8m、
周囲約12.2m）がある（写真3）。
櫃石周辺からは、長さ7cm以上もあるヒスイ製の勾玉を
はじめ、5世紀後半から6世紀前半頃の手捏（てづくね）土器、
100点を超える滑石製の模造鉄剣、玉類など、祭祀に使われ
た品物が多数出土した。櫃石は磐座（いわくら）信仰の対象
として、赤城山南麓を中心とした広い地域から信仰を受け、
三夜沢赤城神社の選定にも関連したと考えられている。
赤城山南麓では、産泰神社本殿裏の巨石群、鼻毛石八幡
神社境内の「硯石」（前橋市鼻毛石町）、鼻毛石町の「鼻石」、
雷電神社境内の「七ツ石」（前橋市粕川町深津）、石山観音の
巨石群（伊勢崎市下触町）、牛石（伊勢崎市五目牛町）といっ
た巨石も磐座信仰の対象となっていた。これらの巨岩は
14万年（または13万年）前の赤城山の大噴火による火砕流
や山体崩壊で山麓に押し出された土石が堆積した孤立丘
（流れ山）と一緒にある。
宇通遺跡
前橋市粕川町中之沢から大猿川沿いを登った標高約650m
の場所に、広さ約7haにも及ぶ範囲に、16棟の礎石建物や
50棟を超える竪穴住居が発見され、この大規模な伽藍配置
を持つ寺院跡が宇通遺跡である。創建は平安時代後期で、
山岳仏教寺院と考えられている。
この遺跡を発見する動機となったのは、1965（昭和40）年
にこの地域をおそった山火事で、その跡始末のとき、礎石が
発見されことに始まり、群馬大学の尾崎教授による発掘調
査の結果、寺院は火災で焼け落ちたことが分かった。
吾妻鏡の建長3（1251）年4月26日の条に、「上野国の赤木
岳焼け、…兵革の兆あり」とあるが、この宇通寺遺跡の焼失を
物語っているという説がある。また、三夜沢赤城神社の旧地
とされる元三夜沢としても注目されている。なお、この条文
については、赤城山の噴火を記述したとの解釈もあり、気象
庁はこの文章を根拠に、赤城山を活火山に認定している。
写真2．三夜沢赤城神社（左：境内入口の鳥居、中：拝殿、右：本殿）
写真3．櫃石（磐座信仰の地）
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大洞赤城神社（元宮）
創建の由来
赤城山頂のカルデラ湖である大沼湖畔に大洞赤城神社
（元宮）がある。
大洞赤城神社の創建について、諸社の縁起を記した説話
集『神道集』の「上毛野國勢多郡鎮守赤城大明神事」の項に、
806（大同元）年、御神座の置かれていた神庫山（ほくら山：
地蔵岳の旧名）の中腹より大沼の畔に社殿を建て替えた、と
記されている。この年号にちなみ、赤城神社の鎮座してい
た大沼南端の地を大洞と呼ぶようになった。なお、大洞の
地名は、大きな社殿（大堂）に由来するとの説もある。
その後、大洞赤城神社は、1887～1910（明治20～43）年の
間に、小沼端の豊受神社、小鳥ヶ島の厳島神社、黒檜山頂の
高於神神社をはじめ、赤城山内各峰の神社を合祀した。
宮司は代々、猪谷家が務めていた。
江戸時代に建立された社殿（写真4）が荒廃したため、
1970（昭和45）年に神域を小鳥ヶ島に移して再建され、現在
に至っている（写真5）。旧境内入口にある鳥居は、笠木が
反増（反り）し、貫が柱の外側に出ている明神型（写真6）で
ある。明神型鳥居は、神仏習合の影響を受けていることを
示している。県道4号（前橋赤城線）の小暮一の鳥居、桐生
市黒保根町下田沢にある二の鳥居も明神型である。
祭神
大洞赤城神社の祭神は、赤城大明神、大己貴命（＝大国主
命、大穴牟遅神）、磐筒男命（いはつつのをのみこと）、磐筒女
命（いはつつのめのみこと）、経津主命（ふつぬしのみこと：
葦原中国＝日本の平定に功績のあったとされる神）、豊城入彦
命である。赤城大明神、磐筒男命、磐筒女命を祀っているこ
とは、二宮赤城神社や三夜沢赤城神社との創建と歴史的背景
の違いを示している。大己貴命、経津主命を祀っていること
は、出雲系と大和王権との融和を反映していると思われる。
さらに、『神道集』に美濃出身の僧侶「覚満」が法会を行っ
たとの記載されていることや、鳥居が明神型であることか
ら、山岳仏教の影響を強く受けているともいえる。
写真4．旧大洞赤城神社（左：江戸時代の赤城神社絵図、右：昭和初期の赤城神社）
写真6．大洞赤城神社鳥居（左：小暮一の鳥居、中：旧小暮一の鳥居、右：旧神社跡地の鳥居）
写真5．小鳥ヶ島に鎮座する現在の大洞赤城神社社殿
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旧赤城神社跡には、ウラジロモミやクロベの巨径木があ
る。平地の神社では、神の降臨や昇天のために天高く伸びる
スギが植えられるが､赤城や山頂では冬季の寒冷のためスギ
が育たず、ウラジロモミやクロベが植えられたようである。
現在の社殿がある小鳥ヶ島は、1947年のカスリーン台風
による豪雨で、黒檜山山腹で発生した土石流のため、湖岸と
つながっている。小鳥ヶ島はブナやウラジロモミの極相林
で、平安時代の宝塔、万葉歌碑、志賀直哉の文学碑がある。
赤城神社の格式・他の神社との関係・古墳群
上野国十二社
赤城神社が書物に現れるのは続日本後紀で、839（承和6）
年の条に、従5位下になったことが記されている。867～
874（貞観9～16）年の『三大実録』には、神位昇叙の記録があ
り、特に、880（元慶4）年には赤城沼神として従4位上に上げ
られ、1029（長元9）年頃には正1位に叙せられた。さらに、
平安時代に編纂された『延喜式神名帳』は、上野国内の神社
十二社を大社格3社、小社格9社として記載している。
明治時代に入り、国は神社の管理を強化して、大きい順
に国社、県社、郷社、村社に指定した。二宮赤城神社は郷社、
三夜沢赤城神社は県社、大洞赤城神社は指定外であった。
昭和初期に、3つの赤城神社を一括して赤城神社を国社に
昇格させようとする運動が高まったが、日本の敗戦により、
社格指定制度そのものが廃止となった。
赤城神社と貫前神社
延喜式神名帳は、貫前神社（ぬきさきじんじゃ：富岡市
一ノ宮）を上野国一之宮とし、赤城神社は二之宮と定めてい
る（表1）。これについては、次のような伝説がある。
①  赤城神社（赤城神）は、当初は上毛野国の一之宮であっ
た。赤城神が機織りをしたとき、「くだ＝糸」が足りなく
なってしまい、貫前神に借りてようやく織り上げることが
できた。それに感謝して、貫前神社に一之宮を譲った。
②  財力に富んだ貫前の女神を他国に渡してはならない
と、赤城神が貫前の女神に一之宮を譲った。
貫前神を祀っていたのは、信濃国から西上州に進出した
帰化人集団（抜鉾氏）である。赤城神を祀る上毛野氏の生産
基盤は農業が中心で、その工業技術力が貫前神を祀る帰化
人集団より劣っていたこと、そして、その技術力を得たいと
の希望を示していたようである。
貫前神社は碓氷峠の南にある荒船山から流れて高崎で烏
川に合流する鏑川の上流沿いにある神社で、祭神は経津主
命と姫大神（養蚕機織の神とされる）である。大和王権に
とっては関東進出の守護神の役割であった経津主命を祀る
神社が一之宮として、7世紀中頃に上野国甘楽の地（現富岡
市）の地に建てられたことは、この時期に大和王権の本格的
影響が上野国にまで及んだということを示唆している。
しかし、赤城神社の末社は貫前神社よりはるかに多く、
群馬県内に118社、埼玉県、栃木県、茨城県、東京都、新潟県、
福島県などの73社を加えて計191社（2007年時点：合併や
廃社による減少分を含めると、以前は334社）ある。当時の
上毛野国の主要支配者は、赤城神を祭る上毛野氏であった
ことは間違いない。
産泰神社
産泰神社（さんたいじんじゃ）（写真7）は前橋市下大屋町
に鎮座する古社で、創建は427（履中元）年といわれ、旧参
道から赤城山が望めることから、以前は赤城神社の里宮
だったとも考えられる。神明型鳥居をくぐると、神明造様
式の社殿がある。
背後の巨石群（御神体）は約14万年前（または13万年前）
の石山岩雪崩の名残で、古代の自然崇拝（磐座信仰）の場で
あった（写真8）。
現在の主祭神は木花佐久夜毘売命（このはなさくやびめ
のみこと）、倉稲魂命（うがのみたまのみこと）、豊城入彦命、
神倭磐余毘古命（かむやまといわれびこのみこと）、大物主
命、菅原道真、宇気母智命（うけもちのみこと）で、安産と子
育てに御利益がある神として信仰されている。木花佐久夜
毘売命は富士山をご神体としている富士山本宮浅間神社
（静岡県富士宮市）と、その配下の国内約1,300社の浅間神
社に祀られている。赤城山では、荒山に木花佐久夜毘売が
降臨したとの伝説がある。実際、赤城山南面から荒山を見
ると、富士山に似た円錐形をしており、かつては浅間山とも
呼ばれていた。
表1．上野国十二社（延喜式神名帳）
神社格式 神社名 所在地
一之宮（大社格） 貫前（ぬきさき）神社 富岡市
二之宮（大社格） 赤城神社 前橋市
三之宮（大社格） 伊香保神社 渋川市
四之宮（小社格） 甲波宿禰（かわすくね）神社 渋川市
五之宮（小社格） 大国神社 伊勢崎市
六之宮（小社格） 榛名神社 高崎市
七之宮（小社格） 小祝（おぼり）神社 高崎市
八之宮（小社格） 火雷神社 玉村町
九之宮（小社格）  倭文（しどり）神社 伊勢崎市
十之宮（小社格） 美和神社 桐生市
十一之宮（小社格） 賀茂神社 桐生市
十二之宮（小社格） 宇芸（うげ）神社 富岡市
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巨石群の存在、祭神、東側に大室古墳群があること、創建
年が履中元年ということなどを総合すると、赤城神社の里宮
はこの産泰神社の地、またはこの付近にあったと考えられる。
大室古墳群
赤城山南麓の前橋市西大室町・東大室町にまたがる大室
古墳群は荒砥三古墳とも呼ばれ、前二子古墳、中二子古墳、
後二子古墳の3基の大型前方後円墳のほか、小型前方後円
墳2基、小型円墳5基が点在している（図2）。この一帯には
他にも、帆立貝式古墳が1基（赤堀茶臼山古墳：群丘長59m、
築造は5世紀中頃）、現在はほとんど失われてしまいまった
が、小円墳が1,000基以上あったといわれている。群馬県
内の古墳数は約12,000基とされていたことから、約8%が
この地に集中していたことになる。
大室古墳群が造られた6世紀頃は、大和王権と密接な関
係を持つ強力な豪族である上毛野氏がこの地域に居を構
え、100m前後の大規模古墳を作り続けてきたのであろう。
表2．大室古墳群の墳丘の大きさと築造順（現地案内板から引用）
前二子 前方後円墳 墳丘長93.7m 後円部高13.6m 横穴式石室 6世紀初め
中二子 前方後円墳 墳丘長111m 後円部高14.8m 横穴式石室 6世紀前半
後二子 前方後円墳 墳丘長85m 後円部高11.1m 横穴式石室 6世紀後半
小二子 前方後円墳 墳丘長38m 横穴式石室 6世紀後半
M-1号 前方後円墳 全長36.2m 横穴式石室 6世紀後半
M-4号 円墳 直径20.2m 横穴式石室 6世紀後半
M-2号 円墳 竪穴式石室
M-3号 円墳 横穴式石室
M-5号 円墳 横穴式石室
M-6号 円墳 横穴式石室
写真7．産泰神社（左：鳥居、中：拝殿、右：本殿）
写真8．産泰神社裏の巨石群
図2．大室古墳群の古墳配置（現地案内板から引用）
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結論
二宮赤城神社は古代上毛野君の支配地域で、赤城山その
ものをご神体として、磐座信仰の地である現在の産泰神社
の場所に創建され、後に現在地に移転したと思われる。
三夜沢赤城神社は、磐座信仰の地である櫃石に始まり、赤城
山の各峰と湖を仏神として祀る神仏習合の影響が強いとい
える。また、二宮赤城神社を里宮、三夜沢赤城神社を山宮と
する行事も執り行われ、両神社の間には密接な関係がある。
一方、大洞赤城神社は山岳仏教の影響を強く受けており、
二宮赤城神社や三夜沢赤城神社とはルーツが異なっている。
二宮赤城神社、三夜沢赤城神社、大洞赤城神社の創建の
経緯は異なっているが、明治時代～昭和初期にかけて、県社
（三夜沢赤城神社）または郷社（二宮赤城神社）から国社へと
社格を高める活動の一環として、一括するようになった。
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Appealing Points for Enjoyment at Mt. Akagi 
3. Historical Background of the Construction of Three (Ninomiya, Miyosawa and Daido) 
Akagi Shrines
Hisashi KURIBARA
School of Education, Tokyo University of Social Welfare (Isesaki Campus), 
2020-1 San’o-cho, Isesaki-city, Gunma 372-0831, Japan
Abstract : Akagi shrines at the south region and top of Mt. Akagi are the second order shrine of Kamitsuke-no-kuni 
(the ancient name of Gunma Prefecture).  Ninomiya- and Miyosawa-Akagi shrines were probably constructed at the 
beginning of the fourth century.  The gods of Akagi shrine indicate the history of Kamitsuke-no-kuni in the Kofun era, 
showing that the Emishi group which consisted of native people professing the Izumo-no-kami and Yamato group with 
leader of Toyoki-irihiko-no-mikoto made union, and ruled the south foot region of Mt. Akagi.  The big ancient tombs 
and ritual remains around the Mt. Akagi indicate that this region was abundant at Kofun era.  On the other hand, the 
construction of Daido-Akagi-shrine was strongly associated with both Shinto and Buddhism.
（Reprint request should be sent to Hisashi Kuribara）
Key words :  South region of Mt. Akagi, Akagi shrines, Ancient big tombs, Kamitsuke-no-kuni, Toyoki-irihiko-no-mikoto, 
Kofun (Yamato) era

